
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

e-CUBE 装置仕様 
CPU Pentium-M 1.1GHz 

入力 i.Link 

出力 i.Link 

HDD 400Gbyte 

外形寸法 W106×D122×H68（mm） 

重 量 900ｇ 

電 源 100～240V 57W 

温 度 -10～50℃ 

湿 度 動作時 20～80％  
結露しないこと 
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・ ハイビジョン（HDV）の映像を、センサからの接点入力があった時間から指定時間さかのぼって  
 （スキップバック）、HDDに映像・音声を録画します。 
・ スキップバックの時間は、"15秒"、"30秒"、"１分"から指定可能です。 
・ 接点が入力されてからの録画時間は、"1分"、"2分"、"5分"、"10分"、"15分"、"30分"、"1時間"と、 
 "接点が OFFになるまで録画"、の中から指定可能です。 
・ テープメディアを使わない、HDDへ録画記録のため、録画した映像を瞬時に再生することが可能です。
・ 画面のログリストから、目的とする事象を選択し、ダブルクリックで即、再生します。 
・ 録画中のデータの再生（追っかけ再生）も可能です。 
・ 再生中に、新たに接点が入力された際も、再生と平行して録画記録 
 されます。 
・ 録画中に、新たな接点入力があった際も、自動的に録画時間を延長し、 
 大切な映像を取りこぼしません。 
・ 再生データは、i.Linkを通じて、HDVフォーマット のMPEG-TSで 
 出力されます。HDVコンバータ等を介することにより、HD-SDIや 
 コンポーネントに変換できます。 
・ 録画されるデータには、接点入力時からの正確な日付、時刻が、 
 HDV MPEG-TS信号に埋め込まれて記録されます。 
・ HVR-M15J/25Jなどの、TC（タイムコード）を正しく再生できる 
 コンバータを用いれば、i.Link経由で送出される、接点入力時の 
 正確な日付、時刻をスーパーインポーズすることが可能です。 

地震等の災害時に、被害の状況を時間をさかのぼって記録し、瞬時に 
再生するハイビジョンフォーマットのスキップバックレコーダです。 
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